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海とともにあった少年時代

葛西で9代続いた半農半漁の家で育つ。

葛西には地域特有の伝統文化があった。

自然との調和の中で暮らし

そのことが、私の「根」となった。

失ったふるさとの風景

うみ しょうねんじだい

かさい だいつづ はんのうはんぎょ いえ そだ



海苔すき天日干し 海、川は生活の動脈

子供たちは親を手伝い子供たちの力で稼ぐ
失ったふるさとの風景

かせ



子供たちは海や川で遊ぶ

川や海は子供達の格好の遊び場であり、教室だった。
江戸川や荒川で泳ぎ、自然相手に自分たちの勇気を試した。

失ったふるさとの風景



豊かさの源である海

満潮 引潮

海は遠浅で、潮干狩りができ、干潮になると干上がった海で、野球などをして遊んだ

失ったふるさとの風景



生活をささえていた海

働く親の姿を見て、共に働き、自然を相手に生活の糧を得ることの厳しさを教えられていた。

失ったふるさとの風景



黒い水事件 （本州製紙汚水放流事件）

海は黒く濁り、汚染は浦安から葛西まで広がり、貝や魚は死滅した。
この異常事態で、ただちに漁業協同組合が動き、浦安町から少し上流にある本州製紙江戸川
工場から排水されている工場用水であることを突き止めた。このまま工場からの排水が続け
ば、すべての魚介類が死滅し、海苔養殖にも甚大な被害が出ると、浦安の人口の過半数を占
める漁民たちが立ち上がった。

経済発展と環境破壊
1958年6月。
高度成長期がもたらした最悪の公害の一つ、
日本が環境を考えるきっかけの事件が勃発した。

失ったふるさとの風景

けいざいはってん かんきょうはかい



埋め立てられる海

現在

葛西の海では、海苔が育たなくなり、
漁師は漁業権を手放し
海は生活の場ではなくなった。

消える遠浅の海。

1960年

なぜ、海水浴復活なのか

東京オリンピック（1964年）前の東京湾

1972年

「日本列島改造」がテーマとなった



変わる葛西、消える原風景

• 2017年
海は生活の場でも遊び場でもなくなっていった。
そして、自然と戯れるふるさと葛西の原風景も消えていった。

なぜ、海水浴復活なのか



本当の豊かさとは何か

1977年 バーミヤンの旅

物質的には決して恵まれてはいないが
過酷な自然の中で、輝く瞳の子供たち

物質的な豊かさを得た日本。
経済優先により失った自然。

「日本は本当に豊かなのか」

「豊かさとはなにか」

なぜ、海水浴復活なのか



東京湾再生を決断

東京湾を再生は、東京湾の漁場、地域資源の再創出と漁業の復興へと繋がる。

子供たちへ残すべき東京の自然、海を取り戻したい。

環境再生を軸とした産業構造への移行による持続可能な社会を作る。

なぜ、海水浴復活なのか

とうきょうわんさいせい けつだん



子供たちの泳げる海を取り戻す

●海水浴場 〇潮干狩り場 ★海水浴復活

昭和初期

東京湾の海水浴場と潮干狩り場の変遷

現在

●

●

稲毛海岸海浜公園

海の公園

★★
お台場

葛西臨海公園
西なぎさ

海水浴復活への道

1980年



活動のはじまり

1975~1980年頃
・東京湾憲章(東京都議会決議）

2001年
・ふるさと東京を考える環境フォーラム

東京オペラシティホールにて1,500人の来場者を迎え開催

海水浴復活への道

水中写真家 中村征夫氏との対談 豪華キャストによる唱歌を歌うコンサート



ムーブメントの創出

2001年～
東京湾をきれいにする10万人署名活動(2026年８月達成)

海水浴復活への道

そうしゅつ



東京湾再生に向けたキックオフ
海水浴復活への道

2003年
東京湾NPO・市民ネットワークフォーラム開催（56団体参加）



カキは水を浄化する

カキによる新左近川部分浄化実験

実験対象区実験対象外区

実験対象区

実験対象外区

海水浴復活への道

じょうか



東京湾海水浴場復活プロジェクト発表

海水浴場

葛西海浜公園西なぎさに
海水浴場を復活させるための水質浄化構想図

水質浄化ゾーン

アカエイ防止ネット

西なぎさ

東なぎさ

海水浴復活への道

2008年

とうきょうわんかいすいよくじょふっかつ はっぴょう



葛西海浜公園西なぎさを海水浴場へ

2009年

海水浴場復活シンポジウム開催

葛西海浜公園西なぎさ水質浄化実験開始

2009年

（東京都港湾局と協働）

海水浴復活への道



はじめての里海まつり

昔の漁具体験 スイカ割体験 地引網体験

海水浴復活への道

2010年

さとうみ



べか船建造

べか船乗船体験

べか船とは
浦安・葛西をはじめ東京湾全域にみられた薄板で造った一人
乗りの小舟のこと。軽量で、艫（とも）に縛り付けた櫂（か
い）でこぐ簡単な構造で笹の葉のような形をしている。東京
湾で海苔採集に用いた海苔べかはその典型である。

海水浴復活への道

2010年



水を浄化する はまぐり、海苔、ワカメ

はまぐり稚貝放流 ワカメ育成 海苔の育成と海苔漉き体験

海水浴復活への道

2010年～



東京湾 50年ぶりの海水浴場復活

2012年

海水浴復活への道



西なぎさ 海水浴場本格化へ

毎日新聞2015/7/18 読売新聞2015/5/18

2013年～

海水浴復活への道



葛西で本格的に海水浴を実施
海水浴復活への道
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西なぎさ海水浴等参加者
2012   (2日間）

2013（13日間）

2014（20日間）

2015（20日間）：顔付けOK

2016（33日間）：なぎさ全面で実施

2017（35日間）

2018（42日間）

2019（42日間）

2020（43日間）

2021（43日間）

2022（43日間）

2023（43日間）

2024（43日間）

2025（43日間）

2026（43日間）



里海まつり 夏

石笛演奏

生物解説

201０年～

海の文化の伝承

海の文化の伝承

投網体験 貝取り体験 レスキューボード体験 生物解説 生物解説

すいか割り ベカ舟乗船体験 紙芝居 石笛演奏

海での泳ぎ方教室 ハゼ釣り道具貸出 ビーチクリーン験 バリアフリービーチ



里海まつり 冬 浅草海苔･ワカメの育成と海苔漉き等体験

海の文化の伝承

201０年～

海苔養殖 わかめ養殖 受付 趣旨説明

わかめ展示 海苔たたき 海苔すき 焼き海苔試食

わかめしゃぶしゃぶ 海苔の味噌汁 海苔簾作り 海苔干し

海の文化の伝承



里海をまもる活動 海開き前の葛西中参加海底清掃

環境文化活動

201２年～



里海をまもる活動
環境文化活動

毎月第４日曜日にビーチクリーン活動

201８年～

2024年６月、江戸川区から

第３回ＳＤＧｓ環境未来賞を授与されました。



アート連動プロジェクト

2017/10/20 表彰式

葛西海浜公園西なぎさ
絵画・工作・砂の彫刻コンクール

環境文化活動

2009年～



里海里山連携プロジェクト 陸と海との循環をつくる

竹を伐採して
里山を守る

竹ひびで豊かで
里海をつくる

灰は土壌改良材に 撤去した竹は
「どんど焼き」

灰

竹 竹

竹ひびにカキが付着・生育

再生循環活動

カキ殻を砕いて海に戻す

2016年～



竹ひび1人1本活動（現在約３千本設置）

東京新聞2017/2/4竹ひびに生育するカキの力で海をきれいにします。

水質浄化活動

2016年～



東京湾の水質改善の取組

本はまぐり稚貝放流 ワカメの育成 海苔の育成

様々な生き物の力を借りて

水質浄化活動

水中の懸濁物(濁り）を取込み、擬糞にして排出 海水を透明化する

富栄養化した海水からのNP(窒素・リン酸)を除去 豊かな海の復活
栄養過多となった海水が
起こす赤潮・青潮をなくす

水質の浄化の向上

二枚貝（カキ・ハマグリ等）

二枚貝や海藻の収穫

カキの育成



東京湾をよりきれいにする活動

ハマグリ稚貝放流
海苔

ワカメ

竹ひび

水質浄化活動

西なぎさ水質浄化ゾーニング



2024年～2026年
海苔の佃煮を江戸川区に寄付することにより、
江戸川区の人々が、海に関心を持っていただき、
江戸川区の海をもっときれいで豊かな海にすると
いうムーブメントを盛り上げていければと考え、
千本を寄付いたしました。 (３回)
佃煮は、江戸川区の葛西地区の小学校を中心に給
食として活用されました。
葛西で養殖され海苔の佃煮について
昔は美しい海に恵まれた漁村だった葛西の海は、日本の高度成長期とともに汚染され、
いつしか海苔養殖は姿を消し、海水浴もできない状態になってしまいました。

私たちは、この地に「昔のような豊かで美しい海と、心地よい潮風を感じることのできる自
然環境を取りもどしたい」という思いで、葛西の浜辺や海の浄化に取り組んできました。

そして２０１２年、葛西海浜公園で約５０年ぶりに海水浴を復活させました。この海水浴は、
今年で１３年目になり、これまで約５０万人もの人々が海水浴を楽しんでいます。

さらに私たちは、里海文化を子供たちに伝えるためや、ブルーカーボンに役立てるため、
２０１１年から、葛西海浜公園で海苔養殖を始めました。そしてこの海苔を使って海苔すき
体験もやっています。

今日、皆さんに食べてもらう「葛西産海苔佃煮」は、きれいになった葛西の海で、私たち
が、一生懸命、冬の寒い海の中で、海苔を育て、収穫した海苔からつくられたものです。

葛西の海でも、昔のように海苔が採れるようになった事、そして私たちが東京湾をきれい
にするために活動していることを知ってもらいたくて、この海苔の佃煮をみんなに食べても
らおうと考えました。
美味しい海苔の佃煮、是非味わってくださいね。



建築家としての「関口雄三」

「と」を意識する
  

〈あなたと私〉
  

この、なにげない言葉に、
都市のあり方の鍵があった

「と」というのは、〈あなたと私〉の
「と」のことです。
〈あなたと私〉の間には、「と」という目
に見えない存在があるのです。
分子と分子、細胞と細胞、モノとモノ、
人とまち、都市と都市、それぞれをつなぐ
「と」の存在があって形づくられています。
「と」という境界、領域、空間があって、
すべてのものが連鎖し、無数に存在し、広
がり、環となるのです。
私はこの「と」の存在に気づくことこそ
が大切だと考えています。この「と」を意
識しなければ、その結合や融合はゆがみ、
連鎖は途切れてしまいますが、「と」を意
識することで、その関係性や意味性が明確
となります。



50年後を目指して

ふるさと再生は‶日本再生″へとつながる



再生すべきコト

子供たちに伝えたいこと

自然と向き合う

自然を知る

人と人の関係

自分を知る

自立



海から考える

海を守り、再生することが何より急務である

生命を育む「里海」

マイクロプラスティック

海洋ゴミ

貧酸素水塊

富栄養化

ブルーカーボン

赤潮・青潮

共生



サスティナブルなスモールシティへ

●持続可能な循環型社会

●職住近接

●アクセスの利便性

●第一次産業の復興

●観光産業

●地産地消

●コミュニティの形成

●環境対策

●都市の性能

●職住分離

●災害・防災

●人口減少・少子高齢化

●ヒートアイランド現象

●温暖化・CO2対策

●省エネルギー

●AI・IoT

共生都市



21世紀は再生の世紀

東京湾の富栄養化による赤潮・青潮の発生（プラス）を
カキが海中のプランクトンを食べて成長することを通じて水質浄化（マイナス）し、
赤潮・青潮の発生を抑制する（ゼロ）

±＝0



東京から日本、そして世界へ

環境資本主義



今後の活動と課題
未来に向かう活動へ



私たちは、

自らの「海」や「ふるさと」は、

自らで守るという考えのもとに

葛西の海で海水浴を復活させました。

次代の子供たちのために

「ふるさと」を一緒に守り、育ててゆくこと、

そのためには、「ふるさと東京」の再生を

様々な分野から総合的に考える

   [東京湾再生センター]の設立が

必要であると私は考えます。
関口雄三



幻冬舎
定価（本体1300円+税）

※江戸川区内小中学校に配布済み
※中学総合学力調査にて使用予定

関口雄三著書のお知らせ
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